
旅行研修部  

【 目 的 】 

○ 国内外の名所・旧跡を訪ねる研修旅行を通じて、会員相互の交流と親睦を深めます。 

 

【 活 動 】 

○ 各地の名所・旧跡の情報を集め理解を深めて、充実した研修旅行活動に生かします。 

○ 年一回程度の研修旅行を計画・運営し、会員相互の交流と親睦を図ります。 

○ 国内研修旅行を中心に運営しますが、これまでの活動実績を生かし、会員の要望等を

踏まえて海外研修旅行も考えていきます。 

 

【これまでの活動実績】 

これまで長年に渡り、一泊研修部と海外研修部として別々の事業部活動をしてきました

が、今年度から両事業部が合同して  旅行研修部として活動することなりました。 

昨年から世界的規模の新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、事業部の活動が停止し、

私達の国内・海外の研修旅行も中止となりました。今年度も、この状況が改善する見通しが

不透明で、未だに人々の移動が制限されています。 

『旅行へ行きましょう』という状況とは、なかなかいきません。とは言え、これまでの一

泊研修部と海外研修部の活動を振り返り、少しでも楽しみな活動を実現させる模索の一歩

です。現地の文化・歴史を肌で感じる、これこそ旅行研修部です。 

 

○一泊研修部の活動 

一泊研修部は、手元の資料に寄れば、昭和 56（1981）年 2 月熱海への研修旅行が始まり。

箱根・日光と広がり関東甲信越と研修先を広げていきました。参加者も 40 名を超える会も

あり、研修旅行も 40 回を数えました。毎回の研修旅行通じて、会員相互の情報交換や親交

を深めていきました。 

最近の研修先は、            

第 36 回 平成 27 年 清水・三保 

第 37 回 平成 28 年 石和温泉・勝沼 

第 38 回 平成 29 年 懐かしの日光  

第 39 回 平成 30 年 水戸・大洗海岸 

第 40 回 平成 31 年 軽井沢・水上温泉   です。 

 

※資料① 詳しくは『一泊研修会の歩み』を参照 

 

 



軽井沢・水上温泉研修の紹介。 会報 65 号より 

 

 

 

 

 

 

 

 

宿舎から見た朝焼けの谷川岳方面         めがね橋に向かう参加者 

 

○海外研修の活動 

海外研修旅行は、昭和 58 年 北京・上海 13 名参加から始まりました。この時期は、日

本の高度成長が始まり海外との交流が盛んになり、会員の中に海外研修に目を向けようと

の機運が盛り上がりました。当時の先輩方のご苦労があり、日本と関係の深い中国を訪問先

に選び、会員に呼びかけて実現したようです。まだまだ海外旅行が初めてという方が多く、

出発までの準備、旅行中の体調管理とリーダー役の先輩方は大変ご苦労をされたようです。

中国で見聞したのは、狭い日本と比べ広大な中国大陸の歴史・文化。直に触れ、建造物・遺

跡に圧倒され、翌々年の昭和 60 年に香港・広州の研修旅行へと発展し、30 名が参加すると

いう大好評でした。それ以降、海外研修が、平成 31 年（2019 年）までの毎年、35 回実現。

研修先は、4 回の中国を始めとして、アジア諸国・北米・ヨーロッパ諸国と広がり、この会

の性格から、高齢者の参加者が多く、安全確保・ゆとりある行程・快適な宿舎等の条件を満

たす必要から、少々高くなっても条件を満たすこの会単独のツアーを企画してきました。 

最近の研修先は、    ※資料② 詳しくは『海外研修旅行方面別一覧表』を参照 

第 31 回 平成 27 年 ベトナム・カンボジア（アンコールワット遺跡） 

第 32 回 平成 28 年 台湾周遊 6 日間 

第 33 回 平成 29 年 オーストラリア ケアンズ・シドニー 

第 34 回 平成 30 年 マレーシア半島 シンガポール・クアラルンプール 

第 35 回 平成 31 年 ドイツ周遊 ベルリン・ミュンヘン・ケルン    

第 36 回 令和 2 年 スペイン研修 マドリッド・バルセロナ（中止） です。 

 

 



ドイツ周遊研修の紹介。会報 65 号より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

霧に霞むノイシュバンシュタイン城     ハイデルベルグ城から見えた美しい街 

 

【これからの活動について】 

このような歴史を持つ旅行研修部としては、コロナ禍状況では、どんな研修旅行が実現で

きるか、国内・海外のコロナ禍の改善状況を見極めながら実施を検討していきます。 

 

余談ですが、ドイツ研修旅行で触れた本物の『ベルリンの壁』が、横浜市都筑区、ドイツ

に本社を置く企業敷地の一画に展示されています。｢横浜にあるベルリンの壁｣で検索する

と答えが出てきます。私も、近くなのでこの壁を見てきました。ドイツ研修で歴史的遺産と

して見てきましたが、その一部が、すぐ近くに設置されているとは驚きました。 

 

 

旅行研修部への会員の皆様からの問い合わせは、 

公式メールアドレス tsk-travel@yokohama-tsk.jp まで

お寄せ下さい。 
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資料① 『一泊研修会の歩み』 



資料② 『海外研修旅行方面別一覧表』 


